
鹿児島大学は, 平成16年４月に法人化され, 国立大

学法人鹿児島大学となりました｡ 法人化してから, 鹿

児島大学は６年ごとに中期目標・中期計画を立てて,

各部局では中期目標・中期計画を踏まえて, 具体的取

り組み (年度計画) を策定して部局運営を行うととも

に, 四半期 (３か月) ごとに各部局における年度計画

の進捗状況を自己点検しなければならなくなりました｡

平成24年度における歯学部の中期目標・中期計画に

関連する教育研究組織, 教育研究活動の取り組み, 課

題等については, 歯学部運営委員会, 歯学部教授会で

検討され, 大学本部に下記のような内容で報告し, 昨

年11月に学長や理事のヒアリングを受けました｡��������
１. 教育の質の向上を図る教育体制の整備について

(１) 厳格な卒業判定：総合歯科学を含めた単位認定

による卒業判定を実施します｡

(２) 歯科医学教育実践学分野に教授１名の他, 助教

１名を配置し, 共用試験(���, ����)実施体制
の充実, 卒前臨床実習と卒後臨床研修との連携を

図ります｡

(３) 臨床実習の充実：診療参加型臨床実習の充実と

臨床実習終了時の評価法 (臨床終了時����の
導入など) の見直しを行います｡

(４) カリキュラムの見直し：臨床実習の実施時期と

期間, 統合系科目や医系科目の実施時期の再検討

を行います｡

(５) 歯学教育者のための��活動の充実：教育方法
や教育内容, ハラスメントに関する��講演会や
ワークショップを実施します｡

(６) 離島歯科巡回診療への学生同行実習を充実させ

ます｡

(７) 選択科目 (水曜日午後実施中) の学生への説明

会を実施し, 受講学生の増加ならびに学生の研究

マインドの育成を図ります｡

２. 学習環境の整備と学生支援について

(１) 第４実習室の実習机と実習機器の整備を要求し

ます｡

(２) 講義実習棟と研究棟の渡り廊下の屋根の設置を

要求します｡

(３) 学生用アメニテイーの整備：学生控え室のロッ

カー室の整備を要求します｡

(４) 講義実習棟の非常階段の劣化の修繕を図ります｡

(５) 離島歯科巡回診療同行学生への旅費等の援助

(平成25年度教育研究プロジェクトへの申請) の

実現に向けて努力します｡

(６) 入学料・授業料免除, 奨学金制度の拡充を要求

します｡

(７) ｢学生意見箱｣ の利用促進を図ります｡

３. 学生入学定員について

歯学部入学定員は平成23年４月から55名から53名に

削減されました｡ 平成24年度からは, 現在の入学定員

53名を維持していく予定です｡��������
平成15年４月に歯学部に設置されていました大学院

歯学研究科と医学部に設置されていました医学研究科

が統合再編されて, 大学院医歯学総合研究科が設置さ

れました｡ 旧歯学部教員は, 全員が大学院医歯学総合

研究科所属となり歯学部教員も兼務することになりま

した｡ 従いまして, 旧歯学部教員による研究は, 大学

院医歯学総合研究科所属のもとで行うこととなりまし

た｡ 平成20年５月に大学院医歯学総合研究科内に ｢口

腔先端科学教育研究センター｣ が設置され, このセン
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ターの運営委員会を中心に歯系大学院生や若手研究者

の支援と育成の事業が行われています｡

具体的には, 平成20年度から新潟大学を主幹校とし

て７つの国立大学歯学部による連携研究である ｢連携

機能を活用した口腔から���向上を目指す研究｣ に
交付された特別教育研究経費で口腔先端科学教育研究

センターを中心に, 平成20年度から毎年, 歯系大学院

生研究発表会を実施しています｡ さらに, 昨年度から

歯学部同窓会による奨励賞の授与も行われるようにな

り, 本年度から選考委員会によって選考された基礎系

若手研究者１名と臨床系若手研究者１名の計２名に歯

学部同窓会奨励賞が贈られることになりました｡����������������������������
歯学部からは, 下記の２件を申請いたしました｡��������������������������� (大学院医歯学総合研究科より申請)

従来の ｢連携機能を活用した口腔から���向上
を目指す研究｣ を継続, 発展させるもので, ５年間

の計画で他学部や研究科と連携した研究を目指して

います｡��������������������������������������� (歯学部からの申
請)

地域基盤型医療におけるプロフェッショナルマイ

ンドを有する歯科医療人を育成するために, 離島歯

科巡回診療などの地域歯科医療の現場に学生を派遣

し, 地域住民との交流を通して質の高い人間味あふ

れる歯科医療を提供する基盤を構築することを目指

しています｡

なお, 上記教育研究プロジェクト (概算要求) は,

全学的にマッチング作業が行われて, いくつかのプロ

ジェクトに統廃合されて文部科学省へ概算要求される

ことになりました｡
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